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基本理念 

 
「高等教育機関と豊田市・産業界の連携強化により、 

人と地域が共に育ち合い、自立した地域社会を実現」 

 

豊田市に所在する私立大学（愛知工業大学・中京大学・日本赤十字豊田看護大学）、国立高

等専門学校（豊田工業高等専門学校）、地方自治体（豊田市）、産業界等（豊田市内に所在する

企業等）が連携することによって、これらの課題に取り組むため、2017 年 10 月にプラットフ

ォームを形成しました。 

本プラットフォームの特徴は、「ものづくり」をはじめとする地域の特性を踏まえ、大学、

高等専門学校、地方自治体、産業界等がそれぞれの得意分野を活かして連携・協力して様々

な取組を行うことにあります。それらの取組により、有能な人材の育成と地域社会での活躍

を促し、地域社会の発展に寄与するとともに、高等教育の活性化に繋がると考えます。本プ

ラットフォームでは その目的を達成するために、現状分析、課題・目標、具体的な実行計画

を中長期計画にまとめました。 

第２期中長期計画には特に重点化すべき取組のみが記載されていますが、第１期：中長期

計画（平成 29（2017）年度～令和 3（2021）年度）においてまとめられた取組については、引

き続き各参画組織にて適宜行うこととします。 

 

豊田市高等教育活性化推進プラットフォーム運営会議 体制図 

 



- 4 - 
 

１． 豊田市及び豊田市高等教育のそれぞれの現状と課題 
１. １ 豊田市の状況 

以下の内容については、全て「Web 統計とよた（豊田市）」及び「豊田市 人口ビジョン（豊

田市 令和 3（2021）年 3月）」、「豊田市まち・ひと・しごと創生総合戦略（豊田市 令和 3（2021）

年 3 月）」から抜粋 

 

（１） 基礎データ 

図表 1-1 豊田市の面積・人口・世帯数・大学等数のデータ 

（令和 4（2022）年 1 月 1 日現在） 

面積 918.32 k ㎡ 

人口 419,048 人 

世帯数 182,571 世帯 

大学数 4 校（短期大学数は 0 校） 

高等専門学校数 1 校 

人口構成 性別 男 217,762 人 

女 201,286 人 

年齢階層別 65 歳以上 101,455 人 

15～64 歳 263,030 人 

0～14 歳 54,563 人 

「Web 統計とよた」（豊田市）より抜粋 

（２） 豊田市の人口動態と産業 

 ①豊田市山村部の総人口及び年齢３区分別人口推移 

  山村地域においては、豊田市の総人口が増加傾向にある一方で、人口は減少しており、

市全体とは異なる特徴や地域特有の課題を有している。 
 

図表 1-2 豊田市山村部の総人口及び年齢３区分別人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「豊田市 人口ビジョン（豊田市 令和 3（2021）年 3 月）」より抜粋 
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②豊田市とその周辺の総人口の増減 

 総人口の昭和 55 年に対する伸びは 1.33 となっており、豊田市に隣接する周辺市と比較す 

ると、最も低くなっている。なお、日進市、みよし市、長久手市は昭和 55 年に対する伸びが 

2 を上回っている。 

図表 1-3 豊田市とその周辺の総人口の増減 

（昭和 55（1980）年＝1 とした平成 27（2015）年人口） 

「豊田市 人口ビジョン（豊田市 令和 3（2021）年 3 月）」より抜粋 

 

③高齢者人口の増減 

 高齢者人口の増減は、前期高齢者（65～74 歳）の昭和 60 年に対する伸びは 3.58、後期高 

齢者（75歳以上）の昭和 60 年に対する伸びは 4.19 である。 
 

図表 1-4 豊田市とその周辺の高齢者人口の増減 

（昭和 60（1985）年＝1 とした平成 27（2015）年人口） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「豊田市 人口ビジョン（豊田市 令和 3（2021）年 3 月）」より抜粋 
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④豊田市の男女別 5 歳階級別人口 

20 代後半から 40 代の男性人口が多い点が特徴である。また、団塊の世代よりも団塊ジュ

ニアの方が人口に占める割合が大きい。 

   図表 1-5 豊田市の男女別 5 歳階級別人口 

「豊田市 人口ビジョン（豊田市 令和 3（2021）年 3 月）」より抜粋 

 
⑤産業分類別男女別就業者（有業者）数 

 男性は「製造業」での就業が多く、突出している。次いで、「卸売業，小売業」、「建設業」

の順である。一方、女性は「卸売業，小売業」での就業がもっとも多く、次いで「製造業」、

「医療，福祉」の順である。 

 
図表 1-6 産業分類別の男女就業者（有業者）数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「豊田市 人口ビジョン（豊田市 令和 3（2021）年 3 月）」より抜粋 
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⑥周辺市及び県外との間での転出入者数 

 平成 26 年から令和元年の市の転入者数をみると、県内では名古屋市が多く、次いで岡崎 

市、みよし市、安城市、刈谷市などの西三河地域が多くなっている。県外では静岡県、岐阜 

県、東京都などからの転入が多い。また、国外からの転入者数もかなりの割合を占めている 

といえる。転出者数は、県内では名古屋市が多く、次いで岡崎市、みよし市、日進市、安城 

市、刈谷市、知立市などが多くなっている。県外では東京都、静岡県、岐阜県、神奈川県の順 

である。 

 

図表 1-7 周辺市及び県外との間での転出入者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「豊田市 人口ビジョン（豊田市 令和 3（2021）年 3 月）」より抜粋 

※平成 26 年（2014）度から 30（2018）年度までの異動累積人口 

 

１.２ 豊田市の地域特性と取り巻く環境変化 

 上記「１.１ 豊田市の状況」で示したデータを踏まえ、本プラットフォームでは豊田市の 

地域特性と課題を以下のように捉えている。 

県内他市 国内県外 国外
従前の

住所無し
合計

転入者数 35,323 36,249 6,266 11,888 89,726
転出者数 45,425 29,051 13,992 0 88,468

 

岡崎市 

 

 

みよし市   

  

岐阜県 

  

  

静岡県  

 

東京都 
 

 

 

 

神奈川県  

安城市 

 

 

刈谷市 

 

 知立市 

 

日進市 

 

福岡県 

 

 

大阪府 

 

 

三重県 

 

 

北海道  

 

国外 

 

 4,991 人 

6,745 人 6,266 人 

13,992 人 

4,584 人 
2,928 人 

2,355 人 

1,867 人 

2,207 人 

1,848 人 
2,083 人 

1,836 人 

1,495 人 

2,205 人 

1,478 人 

1,937 人 

1,098 人 

2,830 人  

3,124 人 

2,417 人 

1,772 人 

2,562 人 

1,325 人 

837 人 

3,431 人 

2,738 人 
2,019 人 

2,021 人 

3,581 人 

3,337 人 豊田市 

名古屋市 

 7,516 人 

 

9,430 人 
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日本全体が人口減少社会に移行する中、本市は世界的な自動車産業の集積地として 40 万人

都市に発展してきた。しかし、今後は、本市においても超高齢社会の到来や人口減少局面を

迎えるなど人口構造の大きな変化が予測されているほか、産業面においても国内市場の縮小

などによる構造変化といったリスクが存在する。 

各種人口データでも示したとおり、豊田市の人口は、自動車産業の拠点性の高さから就職

期にある 20 歳前後の若者が全国から集まる一方、家族形成期にある 30 歳前後の世代が県内

他市に転出している。また、合計特殊出生率は横ばいの状況にあるものの、出生数の減少及

び高齢化率の上昇が顕著であり、豊田市が将来にわたって市民生活や地域を支える活力を維

持していくためには、急激な人口減少を回避するとともに、バランスのとれた世代構成への

転換を図ることが必要である。 

その実現に向けては、一定の人口吸引力を維持するため、産業で日本をけん引する都市と

して、社会の変化に対応しながら強い産業を維持することが必要である。また、同時に都市

と山村地域が近接・共存する特性を生かし、観光振興や多様な暮らしの実現のみならず新た

な産業を生み出すことで、国内外や市域内を含めた新たな人の流れや循環をつくることが必

要である。また、人を呼び込むだけでなく定住人口を確保するため、住宅・宅地等の提供を

図るほか、豊田市で暮らすことの豊かさや魅力を生み出すことが必要である。 

このことを踏まえ、本プラットフォームでは、特に若者が本市で暮らし、世代を超えて住

み続けたいと思うまちの実現を目指し、「人と地域が共に育ち合い、自立した地域社会を実現」

という基本理念を設定している。 

以上のことから、本プラットフォームでは、豊田市の地域特性と課題を以下のとおり整理 

した。 

 

【豊田市の特性】 

○世界的な自動車産業の拠点として発展してきた都市 

・自動車産業の生産拠点が集積 

・日本全国から就職期の若年層が流入し、他都市と比べて若い年齢構成 

○豊かな自然、多様な歴史・文化を持つ都市 

・県内でも有数の農業生産額を誇り、豊かな森林や水資源を始めとした自然や歴史・文化な

ど多様な地域資源を有する 

・文化・スポーツなどの公共施設も充実し、世界的なイベントが開催 

・名古屋市を中心とした大都市圏の一部として、大学教育や商業施設を始めとした高次の都

市サービスを享受しつつも、日常生活に必要な医療・福祉等の機能を有し、比較的自立性

の高い生活圏を形成 

○多様で充実した担い手を有する 40 万人都市 

・住民が主体となって多様な地域活動を展開する自治区の存在 

・企業等の様々な団体が、活発な社会貢献活動を実施 

・市民活動団体、大学や高専などの学生、ビジネス関係での来訪者を含む外国人市民など、

多様なまちづくりの担い手を有する 

 



- 9 - 
 

【豊田市を取り巻く環境変化と課題】 

○超高齢社会の進展 

・医療・介護サービス供給体制の確保と健康寿命、幸福寿命の延伸に向けた取組 

・若年層の転入人口の減少や家族形成期世代の転出超過への対応 

○産業構造の大転換 

・自動車産業の国内市場の縮小や国際競争の激化、CASE や MaaS の進展への対応 

○新型コロナウイルス感染症による「新たな日常」 

・感染対策に伴う経済活動や日常生活の制限、デジタル化の進展 

○大規模自然災害・気候変動 

・南海トラフ巨大地震や豪雨災害への対応 

○持続可能な開発目標(SDGs)や世界的なイベント開催によるレガシー 

・SDGs の普及啓発や地域課題の解決の加速化、WRC 開催を契機とした市民活躍の推進 

○厳しさを増す財政状況 

・法人市民税の一部国税化や地方交付税の合併特例の終了 

・公共施設等の老朽化に伴う維持補修費や社会保障費の増大 

 

１.３ 豊田市の高等教育の現状 

 豊田市には、大学 4校、高等専門学校 1校が所在し、そのうち 80％を占める 4大学等（愛

知工業大学、中京大学、豊田工業高等専門学校、日本赤十字豊田看護大学）で今回のプラッ

トフォームを形成する。プラットフォームを形成する 4 大学等においては、幅広く 6 つの学

問分野（工学、情報学、経営学、社会学、看護学、健康・スポーツ科学）を有し、特に「もの

づくり」の拠点である豊田市において、「工学」「情報」分野が充実していることが特徴であ

る。また、上述した産業分類別データでは、医療分野に就業する女性の数が比較的多いこと

を示していたが、本プラットフォーム形成大学等には、看護学分野があるため、地元の医療

施設等への就職促進と地域医療現場のさらなる充実を図ることが可能となる。さらに、4 大学

等のうち、半数の 2 大学（愛知工業大学、中京大学）が健康・スポーツ分野を有しており、

地域住民の健康・スポーツの促進に寄与することを目指している。なお、愛知工業大学と中

京大学においては、名古屋市にもキャンパスを構えており、人文系・社会科学系の幅広い学

問分野のリソースを豊田市の課題解決のために、活用することも可能である。プラットフォ

ーム形成大学等では共同 IR を実施しており、地域の高等教育の現状及び課題分析(IR)を行っ

ている。詳細については、豊田市高等教育活性化推進プラットフォームの HP 内にて事業関連

資料の公開を行っている（URL: https://www.toyota-pf.jp/data.html） 

 

１.４ 豊田市の高等教育の課題 

 豊田市と豊田市及びその近隣にキャンパスを置く大学等においては、平成 27（2015）年度

に包括連携協定を締結した。協定締結以降、豊田市と個々の大学等は相互の取組分野におい

て、協力体制、規模等を拡大してきた。今後さらに、豊田市と大学等及び大学等間が相互に

補完し、連携をより強化することで、各高等教育機関が持つリソースを十分に活用し、豊田

市を取り巻く「超高齢社会の進展」「産業構造の大転換」「SDGs」といった社会環境の変化に
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伴う諸々の課題に取り組んでいくことが求められる。 

 また、プラットフォーム形成大学等も地域構成員の一員として、少子高齢化にもつながる

若年層の転入人口の減少に寄与すべく、地元豊田市からの志願者数・入学者数や地元企業へ

の就職者数を増やしていくことが必要である。そのためには、プラットフォーム形成大学等

の取組が地域住民や地元産業界に認知され、魅力と感じてもらえることが必要になるが、周

知や情報交換等がまだまだ不足しているのが課題である。 

 
２．ビジョン・目標と取組内容 
 前項の現状分析と課題を踏まえ、本プラットフォームを形成することにより豊田市と豊田

市にキャンパスを設置する大学等間の連携をさらに強化し、豊田市の高等教育を活性化する

ため、次のようにビジョン・目標を掲げて中長期計画を推進する。 

 
２.１ ビジョン 
 プラットフォームを形成する高等教育機関のリソースを有効活用し、豊田市の地域課題で

ある「郷土愛の醸成」や「地元就職の促進」、「健康意識の醸成」、「スポーツ活動の促進」を始

めとした 12 の課題とそれに対する取組を行うことで、地域の課題解決と豊田市の「地域経営

戦略プラン」に掲げる多様な主体と共働・連携した課題解決の拡大・深化に向けて「人と地

域が共に育ち合う環境づくりに寄与する」ことを本プラットフォームの将来ビジョンとして

掲げる。 

 

《人と地域が共に育ち合う環境づくりに寄与する》 

① 郷土愛の醸成 

② グローバル意識の醸成 

③ 地元就職の促進 

④ 健康意識の醸成 

⑤ 防災意識の醸成 

⑥ 環境教育の推進 

⑦ ボランティア活動の推進 

⑧ 地域学習支援の推進（学校教育活動の支援） 

⑨ ものづくり事業の更なる展開 

⑩ スポーツ活動の促進 

⑪ 生涯学習の推進 

⑫ プラットフォーム形成組織の連携強化 

 
２.２ 目標と取組内容 
 中長期計画における推進する事業全体の目標として、実施期間を令和 4（2022）年度から令

和 8（2026）年度の 5か年とし、計画当初に設定した各種課題について、計画の拡大、進展の

ため、12の課題のうち、いずれかの課題の取組件数を毎年 1つ以上増やすことを数値目標と

する。 
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各課題の目標及び取組内容、活動指標は以下のとおりとする。なお、設定した課題に対し

ては、以下のとおり、アウトカム指標を設定した。 

 

＜アウトカム指標＞ 

１. 就職割合の向上：プラットフォーム形成大学等から豊田市に所在する企業等への就職者 

割合について、各大学等の過去 4ヵ年平均と比較してプラス 1%の増加 

を目指す。 

 【関連課題（上記アウトカム指標を達成するための課題）】  

①郷土愛の醸成、③地元就職の促進、⑨ものづくり事業の更なる展開、⑫プラットフ 

ォーム形成組織の連携強化の各取組 

 

２． 運動習慣の向上：１日60分以上運動する①小学生の割合②中学生の割合を維持・向上    

させることを目指す。 

＜現状値＞ ①小学生：38.7％ ②中学生：69.5％ 

【関連課題（上記アウトカム指標を達成するための課題）】  

④健康意識の醸成、⑧地域学習支援の推進（学校教育活動の支援）、⑩スポーツ活動 

の促進、⑪生涯活動の推進 

 

３． 入学者割合の向上：豊田市に所在する高等学校からプラットフォーム形成大学等への   

入学者割合を各大学の過去 4ヵ年平均と比較してプラス 1%の増加 

を目指す。 

【関連課題（上記アウトカム指標を達成するための課題）】  

⑧地域学習支援の推進（学校教育活動の支援）、⑩スポーツ活動の促進、⑪生涯活動 

の推進、⑫プラットフォーム形成組織の連携強化の各取組 

 

＜目標及び取組内容＞ 

① 郷土愛の醸成 

目標①－1 教員の知見等を活用したまちづくりへの参画機会の向上 

No 取組内容 活動指標 

1 

行政課題に対する研究・事業の提案と実現 

〇具体的内容等：豊田市をﾌｨｰﾙﾄﾞとし、大学等の知見や教員の研究成

果を活用したまちづくり等に関わる研究または事業の提案と実現 

〇実施体制（主担当）：豊田市、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ形成全大学等 

提案数 3提案以上 

または 1 提案以上の

実施／年 

目標①－2 学生のまちづくりへの参画機会の向上 

No 取組内容 活動指標 

2 

学生が参画するまちづくり事業の実施 

〇具体的内容等：学生の視点を活かした、豊田市をﾌｨｰﾙﾄﾞにした魅力

あるまちづくりの提案と実現 

〇実施体制（主担当）：豊田市、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ形成全大学等 

提案数 3提案以上 

または 1 提案以上の

実施／年 
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② グローバル意識の醸成 

目標② グローバル意識を醸成するためのボランティア活動を実施 

No 取組内容 活動指標 

1 

「スポーツボランティアとよた」（スポボラとよた）への学

生ボランティア参加 

○具体的内容等：FIA 世界ﾗﾘｰ選手権など世界的なｲﾍﾞﾝﾄにおいて、会

場案内等のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動を通じて、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ意識を醸成する。 

〇実施体制（主担当）：豊田市、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ形成全大学等 

1 回（大会）以上／年 

 

③ 地元就職の促進 

目標③ 各大学等の強みを活かした就職支援の他、インターンシップ等を通じた豊

田市への就職等、地元就職を促進する 

No 取組内容 活動指標 

1 

地元企業と学生のマッチング機会の創出 

○具体的内容等：学生と地元企業のﾏｯﾁﾝｸﾞの場を設け、働くことの意

義や価値について学ぶ。 

○実施体制（主担当）：豊田市、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ形成全大学等 

1 回以上／年 

2 

豊田市の医療施設への就職を促進するために就職説明会を

開催 

〇取組方針・具体的内容・目標等：就職説明会を開催することにより、

本学学生が豊田市の医療施設へ少しでも多く就職を希望するよう推進

する。 

〇実施時期・期間等：毎年 4月の入学式終了後実施予定 

〇目標等：年間 1 回以上の開催 

〇実施体制（主担当）：日本赤十字豊田看護大学 

1 回以上／年 

 

3 

豊田市役所へのインターンシップ 

○具体的内容等：まちづくり、農業、環境、産業振興、福祉、技術、

保育、消防、防災など、多岐にわたる豊田市の業務について、ｲﾝﾀｰﾝｼ

ｯﾌﾟ等を通じて体験。 

〇実施時期・期間等：学生の夏季休業期間（8 月～9 月）中・実施後は

報告書の作成及び発表を実施させる。 

〇実施体制（主担当）：豊田市、愛知工業大学、中京大学、豊田工業高

等専門学校等 

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ等参加者 

5 名以上／年 
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④ 健康意識の醸成 

目標④ 地域住民の健康意識を高める 

No 取組内容 活動指標 

1 

ブラジル人学校における身体測定の実施 

〇取組方針・具体的内容等：ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人学校に通う児童の身体測定（身

長・体重等）を行う。身体計測値を経年的に記録できる用紙（冊子）

の作成。 

〇実施時期・期間等：毎年 7月～9 月、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人学校にて実施予定。 

〇実施体制（主担当）：日本赤十字豊田看護大学 

1 回以上／年 

2 

体育館、運動場等の施設利用の促進による、地域住民の健康

意識の向上 

〇取組方針・具体的内容・目標等：体育館・運動場等の施設利用を地 

域住民に促すことで、積極的に運動等を行っていただき、健康の促進 

及び健康に対する意識を高める。 

〇実施時期・期間等：長期休暇以外施設の利用可。 

〇目標等：年間 100 件以上の利用促進。 

〇実施体制（主担当）：日本赤十字豊田看護大学 

100 件以上利用促進

／年 

 

⑤ 防災意識の醸成 

目標⑤ 学生・地域住民の防災意識を高め、災害発生時に備える 

No 取組内容 活動指標 

1 

リスクマネジメント体制の評価・点検 

〇具体的内容等：豊田 PF のﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制が十分なものであるか自己

評価するための協議を行う。 

〇実施体制（主担当）：豊田市、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ形成全大学等 

1 回以上／年 

2 

共同の防災教育プログラムを実施 

〇具体的内容等：ｷｬﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを目的とする「防災ﾏｲｽﾀｰ養成講座」（履

修証明ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）を共同で実施する。 

〇実施主体（主担当）：愛知工業大学、日本赤十字豊田看護大学、ﾂｰﾘ

ｽﾞﾑとよた 

1 回以上／年 

 

⑥ 環境教育の推進 

目標⑥ 地域環境の改善を促進する 

No 取組内容 活動指標 

1 

クリーンキャンペーンの実施 

〇具体的内容等：大学祭実行委員会・体育会・文化会・ｻｰｸﾙに所属し

ている学生が中心となり、毎年 11 月に豊田ｷｬﾝﾊﾟｽ周辺地域の清掃活

動を実施する。 

〇実施体制（主担当）：中京大学 

1 回／年 
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⑦ ボランティア活動の推進 

目標⑦ 授業形式によるボランティア教育と実際に現場で体を動かすボランティ

ア活動を推進することにより、地域貢献意識を高める 

No 取組内容 活動指標 

1 

地域イベントへの参加 

〇具体的内容等：学生が自治区主催のｲﾍﾞﾝﾄ等にﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして参加

し、地域に根ざした活動や活性化に向けた取組を実施する。 

〇実施体制（主担当）：豊田工業高等専門学校 

3 回／年 

 

⑧ 地域学習支援の推進（学校教育活動の支援） 

目標⑧ 学生・教員・初等中等教育機関が一体となり、初等中等教育に対する教育

活動支援を行う 

No 取組内容 活動指標 

1 

豊田市の初等中等教育機関との意見交換 

〇実施方針等：豊田市教育委員会との連携に関する覚書に基づき実施

する。 

〇実施体制（主担当）：豊田市、中京大学 

1 回程度／年 

2 

豊田市における教育支援活動の実施 

〇具体的内容等：豊田市在住の児童・生徒あるいはその保護者に対す

る教育支援活動を実施する。 

〇実施体制（主担当）：豊田市、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ形成全大学等 

１回以上／年 

3 

高校生対象の職業意識を醸成するための進学情報交換会等

を実施 

〇取組方針・具体的内容・目標等：看護をよく知ってもらい、将来、

看護師として就職を希望する者を増やしたいため、進学情報交換会等

を実施する。 

〇実施時期・期間等：毎年 7月中に実施予定。 

〇実施体制（主担当）：日本赤十字豊田看護大学 

1 回以上／年 

4 

公開講座、「とよたサイエンスクラブ」の開催 

〇具体的内容等：小中学生向け公開講座、理科教室及び豊田市と連携

した「とよたｻｲｴﾝｽｸﾗﾌﾞ」の講座を開催する。公開講座ﾘｽﾄを 4 月に市

内小中学校への郵送及びｳｪﾌﾞ公開等により周知し実施する。 

〇実施体制（主担当）：豊田工業高等専門学校 

公開講座（豊田市内

開催）：5講座／年 

 

とよたｻｲｴﾝｽｸﾗﾌﾞ：2

講座／年 

5 

「ドミタウン」プロジェクトの実施 

〇具体的内容等：豊田市の中山間地域の一つである笹戸地区において、

地元自治会の協力を得て、小学生を対象とした稲刈り等のｲﾍﾞﾝﾄを開催

する。 

〇実施体制（主担当）：豊田工業高等専門学校 

自治区との共同ｲﾍﾞﾝ

ﾄ：3回／年 
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⑨ ものづくり事業の更なる展開 

目標⑨ 地域発イノベーションを創出し、地域産業の進展に寄与する 

No 取組内容 活動指標 

1 

地元産業界と大学等による共同研究・施設の共同利用 

〇具体的内容等：競泳選手の練習支援のための LED ﾗｲﾄによるﾍﾟｰｽﾒｰｶ

ｰを地元産業界と複数大学等が共同研究開発及び施設を共同利用する。

（研究ﾃｰﾏは「水泳ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ中におけるﾍﾟｰｽ認識可能な LED 点滅制御ｼｽ

ﾃﾑの構築」 

〇実施体制（主担当）：豊田市、中京大学、豊田工業高等専門学校、宮

田電工株式会社 

改革総合支援事業タ

イプ３PF 型最終年度

に研究報告をまとめ

る 

2 

新技術・新産業創出支援セミナー・イベントの開催 

〇具体的内容等：IoT 等の新技術・新産業創出支援に関するｾﾐﾅｰ・ｲ

ﾍﾞﾝﾄ等を開催する。 

〇実施体制（主担当）：豊田工業高等専門学校 

5 件以上／年 

3 

製造技術者育成講座の開催 

〇具体的内容等：「機械製図の基礎講座」等の製造技術者育成のため

の講座を開催する。 

〇実施体制（主担当）：豊田工業高等専門学校 

4 講座／年 

4 

Society5.0 に対応できるものづくり技術者の育成 

〇具体的内容等：学生と現役地元企業技術者との混成ﾁｰﾑによる「ﾃﾞ

ｼﾞﾀﾙ×ものづくり」ｶﾚｯｼﾞを 1 年間（4 月～3 月）にわたり開講する。 

〇実施体制（主担当）：豊田工業高等専門学校 

1 講座／年 

 

5 

豊田地域医療センターと大学による共同研究・施設の共同

利用 

〇具体的内容等：公益財団法人豊田地域医療センター地域ﾘﾊｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

ｾﾝﾀｰにおいて共同研究組織（愛知工業大学、地域ﾘﾊｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ）に

おける共同研究に係る取組を実施する。 

〇実施体制（主担当）：愛知工業大学、日本赤十字豊田看護大学、豊

田地域医療センター地域ﾘﾊｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 

1 回以上／年 

 

⑩ スポーツ活動の促進 

目標⑩ 地域の子供達を中心に令和８（2026）年開催のアジア大会（名古屋開催）

も見据え、地域住民のスポーツ活動を促進する 

No 取組内容 活動指標 

1 

子どもを対象にしたスポーツ教室の実施 

〇具体的内容等：小中学生など、子どもを対象にしたｽﾎﾟｰﾂ教室を開

催し、基礎的な運動能力及び体力の向上を図る。 

○実施体制（主担当）：豊田市、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ形成全大学等 

4 回以上／年 
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⑪ 生涯学習の推進 

目標⑪ 高等教育機関と地域が一体となり生涯学習を推進する 

No 取組内容 活動指標 

1 

地域住民に対する公開講座等の実施 

〇取組方針・具体的内容等：地域の保健・医療・福祉の向上及び地域

医療の質の向上に寄与することを目的に地域住民を対象とした公開講

座等を実施する。 

〇実施時期・期間等：１年を通し、約 5 回の実施予定。 

〇実施体制（主担当）：豊田市、中京大学、日本赤十字豊田看護大学 

5 回以上／年 

2 

高等教育のグランドデザインに関する議論の実施 

〇取組方針・具体的内容等：豊田市における長期的な高等教育の展望、

教育の質の保証、各高等教育機関の役割や、18 歳人口の減少等を踏ま

えた地域の高等教育の将来像等について議論する。 

〇実施主体（主担当）：豊田市、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ形成全大学等 

1 回以上／年 

 

⑫ プラットフォーム形成組織の連携強化 

目標⑫ 豊田市と大学等間の連携を強化し、豊田市の高等教育を活性化する 

No 取組内容 活動指標 

1 

プラットフォーム共同のＦＤ・ＳＤの実施 

○取組方針・具体的内容等：FD については、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ形成大学等が合

同で実施することにより、大学等間の学術分野の共通理解を踏まえ、

ｼﾗﾊﾞｽの書き方や講義方法など、授業の内容や改善方法を合同で話し合

う場を設ける。SD については、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ形成大学の経営資源を活用

し、豊田市の協力のもと、地域の課題や高等教育の課題について、解

決策を考える内容を中心とする。なお、FD・SD ともにﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ形成大

学等対象のほか、他大学等も含めて広く展開する FD・SD も実施する。 

〇実施主体（主担当）：豊田市、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ形成全大学等 

1 回以上／年 

2 

豊田市・大学間や大学間等の人事交流を企画・実施 

〇具体的内容・目標等：豊田市と大学の間や、大学と大学の間におい

て人事交流を行うことで連携を深め、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ活動を促進する。 

〇実施主体（主担当）：豊田市、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ形成全大学等 

企画：1回／年 

実施：1回／年 

 

〔令和 7(2025)年 6月改定〕 

 

豊田市高等教育活性化推進プラットフォーム運営会議事務局（問合せ先） 

〒466-8666   

名古屋市昭和区八事本町 101-2 

学校法人梅村学園 中京大学内 

TEL：052－835－7138 

FAX：052－835－8091 


